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2006年4月号　公正な貿易とは何か

NI  No.388 April  2006
Trade Justice

＜内容＞
（本文は英語です）

●自由貿易という仮面の下で
貿易交渉を有利に進めていくた
めの駆け引きの方法。
●メイド・イン・チャイナ
伸び続ける中国製品の輸出の
陰で、製造業が中国本土にシ
フトした香港は打撃を受けた。
その本土では、香港よりも低賃
金で、しかも労働環境は未整備
で取り締まりも緩く、労働者は
過酷な労働環境に苦しんでい
る。
●遺伝子組み換え米の侵略
世界中の消費者が遺伝子組み替え（GM）作物に対し
て懸念を示す中、インド、バングラデシュ、中国では、
農民たちがGM米の導入や栽培に対して反対の声を上
げている。
●世界の貿易にひと言
WTO香港閣僚会議へ抗議の声を届けるべく世界中か
ら集まった人々が熱弁を振るう。
　⇒ウェブサイトのOnline Reportに翻訳を一部掲載
●搾取工場の実態
バングラデシュ製のTシャツが、考えられないほど安い
のはなぜか？　首都ダッカの縫製工場の実情と、バン
グラデシュが直面している繊維貿易の危機について。
●アクション
WTOや世界の貿易をより公正にするための政策提言
を行う団体や、フェアトレードにかかわる団体の連絡先、
そして貿易関連の参考文献の情報。

---このほかの記事についてはウェブサイトをご覧ください---

NIジャパン　No.76  2006年4月号

公正な貿易とは何か

＜内容＞
(本文は日本語です)

1　イントロダクション
― 貿易における弱者と強者

2　公正な貿易
それはいったい何なのか? バネッサ・
ベアードが、その発見のための旅に
出る。

7　衣料をめぐる話
中国の輸出と国内事情、アフリカの
コットン産業、そしてフェアトレードとい
う視点から、衣料品産業の今を見る。

10　WTOなんかいらない
昨年のWTO閣僚会議では、多くの人々がWTOに対して抗議
活動を行った。なぜWTOはこれほどまでに嫌われるのだろう
か?

16　世界を変える実験室
フェアトレードは、自由貿易の脇で行われる余興でしかないの
か。それとも、システムを変えていく原動力となるのだろうか。

20　公正な貿易への道のり
公正な貿易を広げていくためには、国・国際レベルの改革から
市民レベルの協力まで、多岐にわたる努力が必要である。

29　世界の貿易にひと言
WTO香港閣僚会議へ抗議の声を届けるべく世界中から集
まった人々が熱弁を振るう。

30　コンタクトポインツ
今月のトピックをもっと深く知りたい、何か行動したいという人
のための情報源。

32　世界の国のプロフィール ― リベリア

36　世界のニュース
企業との深い関係/原始的なメディア

***NIジャパンはNIからの翻訳記事を中心に構成されています***

NI（英語、A4・カラー、約40ページ）と日本編集のNIジャパン

(日本語、A5・モノクロ、40ページ)をセットでお届けします。

【年間購読（1･2月号は合併号のため年11回発行）】
1年間　10,500円(送料、消費税込み)
2年間　19,000円(送料、消費税込み)

【お試し用最新号またはバックナンバー】
1,000円(送料、消費税込み)

＜お問い合わせ・お申し込み＞

有限会社インティリンクス

〒193-0843　東京都八王子市廿里町46-2　　　Tel / Fax：0426-29-4863

E-mail：info@ni-japan.com　　　URL　http://www.ni-japan.com/

＊ホームページでは、購読お申し込みやバックナンバー照
会、無料メールマガジン申し込み等がご利用頂けます。

　昨年12月、香港でWTO（世界貿易機関）閣僚会議が開か
れた。だがこの会議では、現在の交渉が「開発」を中心議題
としているにもかかわらず、、実際には貧しい国々に対する
より公正な貿易に関して何の成果も見られなかった。
　「公正な貿易」を求める怒号は世界中でますます多く聞か
れるようなっているが、やはりそれも無理のないことだろう。
だが実際のところ、「公正な貿易」とは何を意味しているの
だろうか？
　今月のNIでは、香港とバングラデシュからのリポートや、
世界の多くの人々に不利益をもたらしている貿易システム
に関する分析などを通して、公正な貿易という意味を探る。
また、「間違っていること」を指摘するだけでなく、その先に
あるより良くもっと公正なオルタナティブな貿易システムにつ
いても考えてみる。


